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Child health in school 1 unit (selection) 3rd-year

Tsuneo Ninomiya · Professor / Maternal and Pediatric Nursing, Major in Nursing, School of Health Sciences, Kyoko Kajiwara · Professor / Institute of Health Biosciences

Target〉 学校における保健管理，保健教育，組織，保健室の運営，身体とこころ
の健康問題をとりあげ，学校保健の重要性について理解する．学童 ·生徒の身
体の健康維持 ·増進における学校の役割については，母子保健と関連させ理解
する．こころの問題については，子どものメンタルヘルスケアでとりあげた問
題の中でも学校に関連している不登校や発達障害児のこころの問題を重点的
にとりあげる．また，母子保健と学校保健の連携のあり方について学習する．

Outline〉 教科書を中心に，適宜プリントを配布し講義する．また，学校保健に
関する問題について，新聞記事などから具体的テーマを選び，そのことにつ
いての討議をまじえ，学校保健に関する感性を高める．

Keyword〉 学校保健法, 生活習慣病, 不登校, 発達障害, 地域との連携
Notice〉 学校生活は子どもたちの身体とこころが健やかに発達する重要な場と時
間を提供していることを念頭に受講してほしい．参考図書を積極的に活用し
てほしい．講義内容以外のことでも，質問があれば，オフィスアワーを利用
して下さい．

Goal〉 1) 学校における保健管理，保健教育，組織活動，保健室の運営，学校保
健の意義を述べることができる． 2)学校において予防すべき感染症をあげ，
罹患した場合の出席停止の期間の基準を述べることができる． 3)学校におけ
る生活習慣病の取り組みの重要性と，効果ならびに困難性を述べることがで
きる． 4)学校における問題行動 (不登校，いじめ，恐喝，暴力，非行，万引
き，飲酒，たばこ，薬物，性的問題行動など)の要因をあげ，対応を述べるこ
とができる． 5)学校生活における慢性疾患児の支援方法について述べること
ができる． 6)発達障害児 (自閉症，高機能自閉症，アスペルガー障害，学習
障害，ADHD)の特徴と支援について述べることができる． 7)学校と家庭 ·地
域福祉機関との連携のあり方について述べることができる．

Schedule〉
1.学校保健の意義と特質 (梶原)
2.学校保健の構造 (梶原)
3.学校における保健管理 (梶原)
4.学校における保健教育 (梶原)
5.学校保健関係職員の職務内容 (梶原)
6.学校保健における組織活動と保健室運営 (梶原)
7.学校において予防すべき感染症と，出席停止基準 (二宮)
8.学校における生活習慣病 (肥満)の取り組み (二宮)
9.やせ願望と拒食への対応 (二宮)

10.不登校の要因と対応 (二宮)

11.非行などの問題行動の要因 (虐待環境など)と対応 (二宮)
12.学校生活における慢性疾患児の支援 (二宮)
13.発達障害児にみられるこころの問題の特徴 (二宮)
14.発達障害児のこころの問題の支援 (二宮)
15.学校と家庭 ·地域医療保健福祉機関との連携のあり方 (二宮)
16.試験

Evaluation Criteria〉 筆記試験により評価する．
Textbook〉 2年次に購入した「最新育児小児病学」と，「子どものこころ支援マ
ニュアル」(子どものメンタルヘルスケア)を使用する．適宜プリントを配付
する．
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Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217867
Contact〉
⇒ ninomiya@medsci.tokushima-u.ac.jp (Office Hour: 看護学講座教員研究室

(二宮)(保健B棟3階)，昼食時あるいは17時∼ 18時)
⇒ Kajiwara .
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